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⽬
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家庭科の⽬標 
⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾐⾷住などに関する実

践的・体験的な活動を通して，⽣活をよりよくしようと⼯夫する資
質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。 
⑴ 家族や家庭，⾐⾷住，消費や環境などについて，⽇常⽣活に必

要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を⾝に付け
るようにする。 

⑵ ⽇常⽣活の中から問題を⾒いだして課題を設定し，様々な解決
⽅法を考え，実践を評価・改善し，考えたことを表現するなど，
課題を解決する⼒を養う。 

⑶ 家庭⽣活を⼤切にする⼼情を育み，家族や地域の⼈々との関わ
りを考え，家族の⼀員として，⽣活をよりよくしようと⼯夫する
実践的な態度を養う。 

技術・家庭科の⽬標 
⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅や技術の⾒⽅・考え⽅を働かせ，

⽣活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して，よりよい⽣活
の実現や持続可能な社会の構築に向けて，⽣活を⼯夫し創造する資
質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。 
⑴ ⽣活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに

係る技能を⾝に付けるようにする。 
⑵ ⽣活や社会の中から問題を⾒いだして課題を設定し，解決策を

構想し，実践を評価・改善し，表現するなど，課題を解決する⼒
を養う。 

⑶ よりよい⽣活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，⽣活を
⼯夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

家庭科の⽬標 
⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な⼈々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男⼥が協⼒して

主体的に家庭や地域の⽣活を創造する資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。 
⑴ ⼈間の⽣涯にわたる発達と⽣活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，家族・家庭，⾐⾷住，

消費や環境などについて，⽣活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに，それらに係る技能を⾝に付けるようにする。 
⑵ 家庭や地域及び社会における⽣活の中から問題を⾒いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて

論理的に表現するなど，⽣涯を⾒通して⽣活の課題を解決する⼒を養う。 
⑶ 様々な⼈々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，⾃分や家庭，地域の⽣活を主体的に創造しようとする

実践的な態度を養う。 

 家庭分野の⽬標 
⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾐⾷住などに関する実

践的・体験的な活動を通して，よりよい⽣活の実現に向けて，⽣活
を⼯夫し創造する資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。 
⑴ 家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，⾐⾷住，

消費や環境などについて，⽣活の⾃⽴に必要な基礎的な理解を図
るとともに，それらに係る技能を⾝に付けるようにする。 

⑵ 家族・家庭や地域における⽣活の中から問題を⾒いだして課題
を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したこと
を論理的に表現するなど，これからの⽣活を展望して課題を解決
する⼒を養う。 

⑶ ⾃分と家族，家庭⽣活と地域との関わりを考え，家族や地域の
⼈々と協働し，よりよい⽣活の実現に向けて，⽣活を⼯夫し創造
しようとする実践的な態度を養う。 

家庭基礎の⽬標 
⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅を働かせ，実践的・体験的な学習活動を

通して，様々な⼈々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男⼥が協⼒
して主体的に家庭や地域の⽣活を創造する資質・能⼒を次のとおり育成す
ることを⽬指す。 
⑴ ⼈の⼀⽣と家族・家庭及び福祉，⾐⾷住，消費⽣活・環境などについ

て，⽣活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに，そ
れらに係る技能を⾝に付けるようにする。 

⑵ 家庭や地域及び社会における⽣活の中から問題を⾒いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に
基づいて論理的に表現するなど，⽣涯を⾒通して課題を解決する⼒を養
う。 

⑶ 様々な⼈々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画
しようとするとともに，⾃分や家庭，地域の⽣活の充実向上を図ろうと
する実践的な態度を養う。 

家庭総合の⽬標 
⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅を働かせ，実践的・体験的な学習活動を

通して，様々な⼈々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男⼥が協⼒
して主体的に家庭や地域の⽣活を創造する資質・能⼒を次のとおり育成す
ることを⽬指す。 
⑴ ⼈の⼀⽣と家族・家庭及び福祉，⾐⾷住，消費⽣活・環境などについ

て，⽣活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに，そ
れらに係る技能を体験的・総合的に⾝に付けるようにする。 

⑵ 家庭や地域及び社会における⽣活の中から問題を⾒いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを科学的
な根拠に基づいて論理的に表現するなど，⽣涯を⾒通して課題を解決す
る⼒を養う。 

⑶ 様々な⼈々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画
しようとするとともに，⽣活⽂化を継承し，⾃分や家庭，地域の⽣活の
充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 
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Ａ 家族・家庭⽣活 
次の⑴から⑷までの項⽬について，課題をもって，家族や地域の

⼈々と協⼒し，よりよい家庭⽣活に向けて考え，⼯夫する活動を通
して，次の事項を⾝に付けることができるよう指導する。 

 
 

⑴ ⾃分の成⻑と家族・家庭⽣活 
 ア ⾃分の成⻑を⾃覚し，家庭⽣活と家族の⼤切さや家庭⽣活が

家族の協⼒によって営まれていることに気付くこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 家族・家庭⽣活 
次の⑴から⑷までの項⽬について，課題をもって，家族や地域の

⼈々と協⼒・協働し，よりよい家庭⽣活に向けて考え，⼯夫する活
動を通して，次の事項を⾝に付けることができるよう指導する。 

 
⑴ ⾃分の成⻑と家族・家庭⽣活 
 ア ⾃分の成⻑と家族や家庭⽣活との関わりが分かり，家族・家

庭の基本的な機能について理解するとともに，家族や地域の
⼈々と協⼒・協働して家庭⽣活を営む必要があることに気付く
こと。 

 
 
 
 
 
 

Ａ ⼈の⼀⽣と家族・家庭及び福祉 
次の⑴から⑸までの項⽬について，⽣涯を⾒通し主体的に⽣活するため

に，家族や地域社会の⼈々と協⼒・協働し，実践的・体験的な学習活動を
通して，次の事項を⾝に付けることができるよう指導する。 

 
 

⑴ ⽣涯の⽣活設計 
 ア ⼈の⼀⽣について，⾃⼰と他者，社会との関わりから様々な⽣き⽅

があることを理解するとともに，⾃⽴した⽣活を営むために必要な情
報の収集・整理を⾏い，⽣涯を⾒通して，⽣活課題に対応し意思決定
をしていくことの重要性について理解を深めること。 

 イ ⽣涯を⾒通した⾃⼰の⽣活について主体的に考え，ライフスタイル
と将来の家庭⽣活及び職業⽣活について考察し，⽣活設計を⼯夫する
こと。 

 
 
 

Ａ ⼈の⼀⽣と家族・家庭及び福祉 
次の⑴から⑸までの項⽬について，⽣涯を⾒通し主体的に⽣活するため

に，家族や地域社会の⼈々と協⼒・協働し，実践的・体験的な学習活動を
通して，次の事項を⾝に付けることができるよう指導する。 

 
 

⑴ ⽣涯の⽣活設計 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⼈の⼀⽣について，⾃⼰と他者，社会との関わりから様々な⽣き

⽅があることを理解するとともに，⾃⽴した⽣活を営むために，⽣
涯を⾒通して，⽣活課題に対応し意思決定をしていくことの重要性
について理解を深めること。 

 （ｲ） ⽣活の営みに必要な⾦銭，⽣活時間などの⽣活資源について理解
し，情報の収集・整理が適切にできること。 

 イ ⽣涯を⾒通した⾃⼰の⽣活について主体的に考え，ライフスタイル
と将来の家庭⽣活及び職業⽣活について考察するとともに，⽣活資源
を活⽤して⽣活設計を⼯夫すること。 

  この資料は，⼀般社団法⼈教科書協会「教科書発⾏者⾏動規範」に則って作成，配布しております。 
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⑵ 家庭⽣活と仕事 
 ア 家庭には，家庭⽣活を⽀える仕事があり，互いに協⼒し分担

する必要があることや⽣活時間の有効な使い⽅について理解
すること。 

 イ 家庭の仕事の計画を考え，⼯夫すること。 
⑶ 家族や地域の⼈々との関わり 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） 家族との触れ合いや団らんの⼤切さについて理解するこ 

と。 
 （ｲ） 家庭⽣活は地域の⼈々との関わりで成り⽴っていること

が分かり，地域の⼈々との協⼒が⼤切であることを理解す
ること。 

 イ 家族や地域の⼈々とのよりよい関わりについて考え，⼯夫
すること。 

⑶ 家族・家庭や地域との関わり 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） 家族の互いの⽴場や役割が分かり，協⼒することによって

家族関係をよりよくできることについて理解すること。 
 （ｲ） 家庭⽣活は地域との相互の関わりで成り⽴っていることが

分かり，⾼齢者など地域の⼈々と協働する必要があることや
介護など⾼齢者との関わり⽅について理解すること。 

 イ 家族関係をよりよくする⽅法及び⾼齢者など地域の⼈々と
関わり，協働する⽅法について考え，⼯夫すること。 

 
 
 

⑵ ⻘年期の⾃⽴と家族・家庭 
 ア ⽣涯発達の視点で⻘年期の課題を理解するとともに，家族・家庭の

機能と家族関係，家族・家庭⽣活を取り巻く社会環境の変化や課題，
家族・家庭と社会との関わりについて理解を深めること。 

 イ 家庭や地域のよりよい⽣活を創造するために，⾃⼰の意思決定に基
づき，責任をもって⾏動することや，男⼥が協⼒して，家族の⼀員と
しての役割を果たし家庭を築くことの重要性について考察すること。 

 
 
 
 
 

⑵ ⻘年期の⾃⽴と家族・家庭及び社会 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⽣涯発達の視点から各ライフステージの特徴と課題について理解

するとともに，⻘年期の課題である⾃⽴や男⼥の平等と協⼒，意思
決定の重要性について理解を深めること。 

 （ｲ） 家族・家庭の機能と家族関係，家族・家庭と法律，家庭⽣活と福
祉などについて理解するとともに，家族・家庭の意義，家族・家庭
と社会との関わり，家族・家庭を取り巻く社会環境の変化や課題に
ついて理解を深めること。 

 イ 家庭や地域のよりよい⽣活を創造するために，⾃⼰の意思決定に基
づき，責任をもって⾏動することや，男⼥が協⼒して，家族の⼀員と
しての役割を果たし家庭を築くことの重要性について考察すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵ 幼児の⽣活と家族 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） 幼児の発達と⽣活の特徴が分かり，⼦供が育つ環境として

の家族の役割について理解すること。 
 （ｲ） 幼児にとっての遊びの意義や幼児との関わり⽅について理

解すること。 
 イ 幼児とのよりよい関わり⽅について考え，⼯夫すること。 

⑶ ⼦供の⽣活と保育 
 ア 乳幼児期の⼼⾝の発達と⽣活，親の役割と保育，⼦供を取り巻く社

会環境，⼦育て⽀援について理解するとともに，乳幼児と適切に関わ
るための基礎的な技能を⾝に付けること。 

 イ ⼦供を⽣み育てることの意義について考えるとともに，⼦供の健や
かな発達のために親や家族及び地域や社会の果たす役割の重要性に
ついて考察すること。 

⑶ ⼦供との関わりと保育・福祉 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 乳幼児期の⼼⾝の発達と⽣活，⼦供の遊びと⽂化，親の役割と保

育，⼦育て⽀援について理解を深め，⼦供の発達に応じて適切に関
わるための技能を⾝に付けること。 

 （ｲ） ⼦供を取り巻く社会環境の変化や課題及び⼦供の福祉について理
解を深めること。 

 イ ⼦供を⽣み育てることの意義や，保育の重要性について考え，⼦供
の健やかな発達を⽀えるために親や家族及び地域や社会の果たす役
割の重要性を考察するとともに，⼦供との適切な関わり⽅を⼯夫する
こと。 

 ⑶ 家族・家庭や地域との関わり 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） 家族の互いの⽴場や役割が分かり，協⼒することによって

家族関係をよりよくできることについて理解すること。 
 （ｲ） 家庭⽣活は地域との相互の関わりで成り⽴っていることが

分かり，⾼齢者など地域の⼈々と協働する必要があることや
介護など⾼齢者との関わり⽅について理解すること。 

 イ 家族関係をよりよくする⽅法及び⾼齢者など地域の⼈々と
関わり，協働する⽅法について考え，⼯夫すること。 

⑷ ⾼齢期の⽣活と福祉 
 ア ⾼齢期の⼼⾝の特徴，⾼齢者を取り巻く社会環境，⾼齢者の尊厳と

⾃⽴⽣活の⽀援や介護について理解するとともに，⽣活⽀援に関する
基礎的な技能を⾝に付けること。 

 イ ⾼齢者の⾃⽴⽣活を⽀えるために，家族や地域及び社会の果たす役
割の重要性について考察すること。 

⑷ ⾼齢者との関わりと福祉 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⾼齢期の⼼⾝の特徴，⾼齢者の尊厳と⾃⽴⽣活の⽀援や介護につ

いて理解を深め，⾼齢者の⼼⾝の状況に応じて適切に関わるための
⽣活⽀援に関する技能を⾝に付けること。 

 （ｲ） ⾼齢者を取り巻く社会環境の変化や課題及び⾼齢者福祉について
理解を深めること。 

 イ ⾼齢者の⾃⽴⽣活を⽀えるために，家族や地域及び社会の果たす役
割の重要性について考察し，⾼齢者の⼼⾝の状況に応じた適切な⽀援
の⽅法や関わり⽅を⼯夫すること。 

  ⑸ 共⽣社会と福祉 
 ア ⽣涯を通して家族・家庭の⽣活を⽀える福祉や社会的⽀援について

理解すること。 
 イ 家庭や地域及び社会の⼀員としての⾃覚をもって共に⽀え合って

⽣活することの重要性について考察すること。 

⑸ 共⽣社会と福祉 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⽣涯を通して家族・家庭の⽣活を⽀える福祉や社会的⽀援につい

て理解すること。 
 （ｲ） 家庭と地域との関わりについて理解するとともに，⾼齢者や障害

のある⼈々など様々な⼈々が共に⽀え合って⽣きることの意義に
ついて理解を深めること。 

 イ 家庭や地域及び社会の⼀員としての⾃覚をもって共に⽀え合って
⽣活することの重要性について考察し，様々な⼈々との関わり⽅を⼯
夫すること。 



 ⼩学校家庭 中学校家庭分野 家庭基礎 家庭総合 

⾷
⽣
活
・
⾐
⽣
活
・
住
⽣
活
に
か
か
わ
る
内
容 

Ｂ ⾐⾷住の⽣活 
次の⑴から⑹までの項⽬について，課題をもって，健康・快適・

安全で豊かな⾷⽣活，⾐⽣活，住⽣活に向けて考え，⼯夫する活動
を通して，次の事項を⾝に付けることができるよう指導する。 

 
⑴ ⾷事の役割 
 ア ⾷事の役割が分かり，⽇常の⾷事の⼤切さと⾷事の仕⽅につ

いて理解すること。 
 イ 楽しく⾷べるために⽇常の⾷事の仕⽅を考え，⼯夫するこ

と。 
⑵ 調理の基礎 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 調理に必要な材料の分量や⼿順が分かり，調理計画につい

て理解すること。 
 （ｲ） 調理に必要な⽤具や⾷器の安全で衛⽣的な取扱い及び加熱

⽤調理器具の安全な取扱いについて理解し，適切に使⽤でき
ること。 

 （ｳ） 材料に応じた洗い⽅，調理に適した切り⽅，味の付け⽅，
盛り付け，配膳及び後⽚付けを理解し，適切にできること。 

 （ｴ） 材料に適したゆで⽅，いため⽅を理解し，適切にできるこ
と。 

 （ｵ） 伝統的な⽇常⾷である⽶飯及びみそ汁の調理の仕⽅を理解
し，適切にできること。 

 イ おいしく⾷べるために調理計画を考え，調理の仕⽅を⼯夫す
ること。 

⑶ 栄養を考えた⾷事 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） 体に必要な栄養素の種類と主な働きについて理解するこ 

と。 
 （ｲ） ⾷品の栄養的な特徴が分かり，料理や⾷品を組み合わせて

とる必要があることを理解すること。 
 （ｳ） 献⽴を構成する要素が分かり，1 ⾷分の献⽴作成の⽅法に

ついて理解すること。 
 イ １⾷分の献⽴について栄養のバランスを考え，⼯夫するこ

と。 

Ｂ ⾐⾷住の⽣活 
次の⑴から⑺までの項⽬について，課題をもって，健康・快適・

安全で豊かな⾷⽣活，⾐⽣活，住⽣活に向けて考え，⼯夫する活動
を通して，次の事項を⾝に付けることができるよう指導する。 

 
⑴ ⾷事の役割と中学⽣の栄養の特徴 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⽣活の中で⾷事が果たす役割について理解すること。 
 （ｲ） 中学⽣に必要な栄養の特徴が分かり，健康によい⾷習慣に

ついて理解すること。 
 イ 健康によい⾷習慣について考え，⼯夫すること。 
⑵ 中学⽣に必要な栄養を満たす⾷事 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） 栄養素の種類と働きが分かり，⾷品の栄養的な特質につい

て理解すること。 
 （ｲ） 中学⽣の 1 ⽇に必要な⾷品の種類と概量が分かり，1 ⽇分

の献⽴作成の⽅法について理解すること。 
イ 中学⽣の 1 ⽇分の献⽴について考え，⼯夫すること。 

⑶ ⽇常⾷の調理と地域の⾷⽂化 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⽇常⽣活と関連付け，⽤途に応じた⾷品の選択について理

解し，適切にできること。 
 （ｲ） ⾷品や調理⽤具等の安全と衛⽣に留意した管理について理

解し，適切にできること。 
 （ｳ） 材料に適した加熱調理の仕⽅について理解し，基礎的な⽇

常⾷の調理が適切にできること。 
 （ｴ） 地域の⾷⽂化について理解し，地域の⾷材を⽤いた和⾷の

調理が適切にできること。 
 イ ⽇常の 1 ⾷分の調理について，⾷品の選択や調理の仕⽅，調

理計画を考え，⼯夫すること。 

Ｂ ⾐⾷住の⽣活の⾃⽴と設計 
次の⑴から⑶までの項⽬について，健康・快適・安全な⾐⾷住の⽣活を

主体的に営むために，実践的・体験的な学習活動を通して，次の事項を⾝
に付けることができるよう指導する。 

 
⑴ ⾷⽣活と健康 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ライフステージに応じた栄養の特徴や⾷品の栄養的特質，健康や

環境に配慮した⾷⽣活について理解し，⾃⼰や家族の⾷⽣活の計
画・管理に必要な技能を⾝に付けること。 

 （ｲ） おいしさの構成要素や⾷品の調理上の性質，⾷品衛⽣について理
解し，⽬的に応じた調理に必要な技能を⾝に付けること。 

 イ ⾷の安全や⾷品の調理上の性質，⾷⽂化の継承を考慮した献⽴作成
や調理計画，健康や環境に配慮した⾷⽣活について考察し，⾃⼰や家
族の⾷事を⼯夫すること。 

Ｂ ⾐⾷住の⽣活の科学と⽂化 
次の⑴から⑶までの項⽬について，健康・快適・安全な⾐⾷住の⽣活を

主体的に営むために，実践的・体験的な学習活動を通して，次の事項を⾝
に付けることができるよう指導する。 

 
⑴ ⾷⽣活の科学と⽂化 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⾷⽣活を取り巻く課題，⾷の安全と衛⽣，⽇本と世界の⾷⽂化な

ど，⾷と⼈との関わりについて理解すること。 
 （ｲ） ライフステージの特徴や課題に着⽬し，栄養の特徴，⾷品の栄養

的特質，健康や環境に配慮した⾷⽣活について理解するとともに，
⾃⼰と家族の⾷⽣活の計画・管理に必要な技能を⾝に付けること。 

 （ｳ） おいしさの構成要素や⾷品の調理上の性質，⾷品衛⽣について科
学的に理解し，⽬的に応じた調理に必要な技能を⾝に付けること。 

 イ 主体的に⾷⽣活を営むことができるよう健康及び環境に配慮した
⾃⼰と家族の⾷事，⽇本の⾷⽂化の継承・創造について考察し，⼯夫
すること。 

⑷ ⾐服の着⽤と⼿⼊れ 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⾐服の主な働きが分かり，季節や状況に応じた⽇常着の快

適な着⽅について理解すること。 
 （ｲ） ⽇常着の⼿⼊れが必要であることや，ボタンの付け⽅及び

洗濯の仕⽅を理解し，適切にできること。 
 イ ⽇常着の快適な着⽅や⼿⼊れの仕⽅を考え，⼯夫すること。 
⑸ ⽣活を豊かにするための布を⽤いた製作 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 製作に必要な材料や⼿順が分かり，製作計画について理解

すること。 
 （ｲ） ⼿縫いやミシン縫いによる⽬的に応じた縫い⽅及び⽤具の

安全な取扱いについて理解し，適切にできること。 
 イ ⽣活を豊かにするために布を⽤いた物の製作計画を考え，製

作を⼯夫すること。 

⑷ ⾐服の選択と⼿⼊れ 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⾐服と社会⽣活との関わりが分かり，⽬的に応じた着⽤，

個性を⽣かす着⽤及び⾐服の適切な選択について理解する
こと。 

 （ｲ） ⾐服の計画的な活⽤の必要性，⾐服の材料や状態に応じた
⽇常着の⼿⼊れについて理解し，適切にできること。 

 イ ⾐服の選択，材料や状態に応じた⽇常着の⼿⼊れの仕⽅を考
え，⼯夫すること。 

⑸ ⽣活を豊かにするための布を⽤いた製作 
 ア 製作する物に適した材料や縫い⽅について理解し，⽤具を安

全に取り扱い，製作が適切にできること。 
 イ 資源や環境に配慮し，⽣活を豊かにするために布を⽤いた物

の製作計画を考え，製作を⼯夫すること。 

⑵ ⾐⽣活と健康 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ライフステージや⽬的に応じた被服の機能と着装について理解し，

健康で快適な⾐⽣活に必要な情報の収集・整理ができること。 
 （ｲ） 被服材料，被服構成及び被服衛⽣について理解し，被服の計画・

管理に必要な技能を⾝に付けること。 
 イ 被服の機能性や快適性について考察し，安全で健康や環境に配慮し

た被服の管理や⽬的に応じた着装を⼯夫すること。 

⑵ ⾐⽣活の科学と⽂化 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） ⾐⽣活を取り巻く課題，⽇本と世界の⾐⽂化など，被服と⼈との

関わりについて理解を深めること。 
 （ｲ） ライフステージの特徴や課題に着⽬し，⾝体特性と被服の機能及

び着装について理解するとともに，健康と安全，環境に配慮した⾃
⼰と家族の⾐⽣活の計画・管理に必要な情報の収集・整理ができる
こと。 

 （ｳ） 被服材料，被服構成，被服製作，被服衛⽣及び被服管理について
科学的に理解し，⾐⽣活の⾃⽴に必要な技能を⾝に付けること。 

 イ 主体的に⾐⽣活を営むことができるよう⽬的や個性に応じた健康
で快適，機能的な着装や⽇本の⾐⽂化の継承・創造について考察し，
⼯夫すること。 



 ⼩学校家庭 中学校家庭分野 家庭基礎 家庭総合 
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⑹ 快適な住まい⽅ 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 住まいの主な働きが分かり，季節の変化に合わせた⽣活の

⼤切さや住まい⽅について理解すること。 
 （ｲ） 住まいの整理・整頓や清掃の仕⽅を理解し，適切にできる

こと。 
 イ 季節の変化に合わせた住まい⽅，整理・整頓や清掃の仕⽅を

考え，快適な住まい⽅を⼯夫すること。 

⑹ 住居の機能と安全な住まい⽅ 
 ア 次のような知識を⾝に付けること。 
 （ｱ） 家族の⽣活と住空間との関わりが分かり，住居の基本的な

機能について理解すること。 
 （ｲ） 家庭内の事故の防ぎ⽅など家族の安全を考えた住空間の整

え⽅について理解すること。 
 イ 家族の安全を考えた住空間の整え⽅について考え，⼯夫する

こと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑶ 住⽣活と住環境 
 ア ライフステージに応じた住⽣活の特徴，防災などの安全や環境に配

慮した住居の機能について理解し，適切な住居の計画・管理に必要な
技能を⾝に付けること。 

 イ 住居の機能性や快適性，住居と地域社会との関わりについて考察
し，防災などの安全や環境に配慮した住⽣活や住環境を⼯夫するこ
と。 

⑶ 住⽣活の科学と⽂化 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 住⽣活を取り巻く課題，⽇本と世界の住⽂化など，住まいと⼈と

の関わりについて理解を深めること。 
 （ｲ） ライフステージの特徴や課題に着⽬し，住⽣活の特徴，防災など

の安全や環境に配慮した住居の機能について科学的に理解し，住⽣
活の計画・管理に必要な技能を⾝に付けること。 

 （ｳ）家族の⽣活やライフスタイルに応じた持続可能な住居の計画につ
いて理解し，快適で安全な住空間を計画するために必要な情報を収
集・整理できること。 

 イ 主体的に住⽣活を営むことができるようライフステージと住環境
に応じた住居の計画，防災などの安全や環境に配慮した住⽣活とまち
づくり，⽇本の住⽂化の継承・創造について考察し，⼯夫すること。 

消
費
⽣
活
と
環
境
に
か
か
わ
る
内
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Ｃ 消費⽣活・環境 
次の⑴及び⑵の項⽬について，課題をもって，持続可能な社会の

構築に向けて⾝近な消費⽣活と環境を考え，⼯夫する活動を通し
て，次の事項を⾝に付けることができるよう指導する。 

 
⑴ 物や⾦銭の使い⽅と買物 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 買物の仕組みや消費者の役割が分かり，物や⾦銭の⼤切さ

と計画的な使い⽅について理解すること。 
 （ｲ） ⾝近な物の選び⽅，買い⽅を理解し，購⼊するために必要

な情報の収集・整理が適切にできること。 
 イ 購⼊に必要な情報を活⽤し，⾝近な物の選び⽅，買い⽅を考

え，⼯夫すること。 

Ｃ 消費⽣活・環境 
次の⑴から⑶までの項⽬について，課題をもって，持続可能な社

会の構築に向けて考え，⼯夫する活動を通して，次の事項を⾝に付
けることができるよう指導する。 

 
⑴ ⾦銭の管理と購⼊ 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 購⼊⽅法や⽀払い⽅法の特徴が分かり，計画的な⾦銭管理

の必要性について理解すること。 
 （ｲ） 売買契約の仕組み，消費者被害の背景とその対応について

理解し，物資・サービスの選択に必要な情報の収集・整理が
適切にできること。 

 イ 物資・サービスの選択に必要な情報を活⽤して購⼊について
考え，⼯夫すること。 

⑵ 消費者の権利と責任 
 ア 消費者の基本的な権利と責任，⾃分や家族の消費⽣活が環境

や社会に及ぼす影響について理解すること。 
 イ ⾝近な消費⽣活について，⾃⽴した消費者としての責任ある

消費⾏動を考え，⼯夫すること。 

Ｃ 持続可能な消費⽣活・環境 
次の⑴から⑶までの項⽬について，持続可能な社会を構築するために実

践的・体験的な学習活動を通して，次の事項を⾝に付けることができるよ
う指導する。 

 
⑴ ⽣活における経済の計画 
 ア 家計の構造や⽣活における経済と社会との関わり，家計管理につい

て理解すること。 
 イ ⽣涯を⾒通した⽣活における経済の管理や計画の重要性について，

ライフステージや社会保障制度などと関連付けて考察すること。 

Ｃ 持続可能な消費⽣活・環境 
次の⑴から⑶までの項⽬について，持続可能な社会を構築するために実

践的・体験的な学習活動を通して，次の事項を⾝に付けることができるよ
う指導する。 

 
⑴ ⽣活における経済の計画 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 家計の構造について理解するとともに⽣活における経済と社会と

の関わりについて理解を深めること。 
 （ｲ） ⽣涯を⾒通した⽣活における経済の管理や計画，リスク管理の考

え⽅について理解を深め，情報の収集・整理が適切にできること。 
 イ ⽣涯を⾒通した⽣活における経済の管理や計画の重要性について，

ライフステージごとの課題や社会保障制度などと関連付けて考察し，
⼯夫すること。 

⑵ 消費⾏動と意思決定 
 ア 消費者の権利と責任を⾃覚して⾏動できるよう消費⽣活の現状と

課題，消費⾏動における意思決定や契約の重要性，消費者保護の仕組
みについて理解するとともに，⽣活情報を適切に収集・整理できるこ
と。 

 イ ⾃⽴した消費者として，⽣活情報を活⽤し，適切な意思決定に基づ
いて⾏動することや責任ある消費について考察し，⼯夫すること。 

⑵ 消費⾏動と意思決定 
 ア 次のような知識及び技能を⾝に付けること。 
 （ｱ） 消費⽣活の現状と課題，消費⾏動における意思決定や責任ある消

費の重要性について理解を深めるとともに，⽣活情報の収集・整理
が適切にできること。 

 （ｲ） 消費者の権利と責任を⾃覚して⾏動できるよう，消費者問題や
消費者の⾃⽴と⽀援などについて理解するとともに，契約の重要性
や消費者保護の仕組みについて理解を深めること。 

 イ ⾃⽴した消費者として，⽣活情報を活⽤し，適切な意思決定に基づ
いて⾏動できるよう考察し，責任ある消費について⼯夫すること。 

⑵ 環境に配慮した⽣活 
 ア ⾃分の⽣活と⾝近な環境との関わりや環境に配慮した物の

使い⽅などについて理解すること。 
 イ 環境に配慮した⽣活について物の使い⽅などを考え，⼯夫す

ること。 

⑶ 持続可能なライフスタイルと環境 
 ア ⽣活と環境との関わりや持続可能な消費について理解するととも

に，持続可能な社会へ参画することの意義について理解すること。 
 イ 持続可能な社会を⽬指して主体的に⾏動できるよう，安全で安⼼な

⽣活と消費について考察し，ライフスタイルを⼯夫すること。 

⑶ 持続可能なライフスタイルと環境 
 ア ⽣活と環境との関わりや持続可能な消費について理解するととも

に，持続可能な社会へ参画することの意義について理解を深めるこ
と。 

 イ 持続可能な社会を⽬指して主体的に⾏動できるよう，安全で安⼼な
⽣活と消費及び⽣活⽂化について考察し，ライフスタイルを⼯夫する
こと。 



 ⼩学校家庭 中学校家庭分野 家庭基礎 家庭総合 

実
践
的
な
活
動 

※⽣活の課題と実践 
（２学年間で⼀つ⼜は⼆つの課題を設定して履修させる） 
 
Ａ 家族・家庭⽣活 
⑷ 家族・家庭⽣活についての課題と実践 
 ア ⽇常⽣活の中から問題を⾒いだして課題を設定し，よりよい

⽣活を考え，計画を⽴てて実践できること。 

※⽣活の課題と実践 
（三項⽬のうち，⼀以上を選択し履修させる） 
 
Ａ 家族・家庭⽣活 
⑷ 家族・家庭⽣活についての課題と実践 
 ア 家族，幼児の⽣活⼜は地域の⽣活の中から問題を⾒いだして

課題を設定し，その解決に向けてよりよい⽣活を考え，計画を
⽴てて実践できること。 

 
Ｂ ⾐⾷住の⽣活 
⑺ ⾐⾷住の⽣活についての課題と実践 
 ア ⾷⽣活，⾐⽣活，住⽣活の中から問題を⾒いだして課題を設

定し，その解決に向けてよりよい⽣活を考え，計画を⽴てて実
践できること。 

 
Ｃ 消費⽣活・環境 
⑶ 消費⽣活・環境についての課題と実践 
 ア ⾃分や家族の消費⽣活の中から問題を⾒いだして課題を設

定し，その解決に向けて環境に配慮した消費⽣活を考え，計画
を⽴てて実践できること。 

Ｄ ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 
⽣活上の課題を設定し，解決に向けて⽣活を科学的に探究したり，創造

したりすることができるよう次の事項を指導する。 
 ア ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活動の意義と実施⽅法に

ついて理解すること。 
 イ ⾃⼰の家庭⽣活や地域の⽣活と関連付けて⽣活上の課題を設定し，

解決⽅法を考え，計画を⽴てて実践すること。 

Ｄ ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 
⽣活上の課題を設定し，解決に向けて⽣活を科学的に探究したり，創造

したりすることができるよう次の事項を指導する。 
 ア ホームプロジェクト及び学校家庭クラブ活動の意義と実施⽅法に

ついて理解すること。 
 イ ⾃⼰の家庭⽣活や地域の⽣活と関連付けて⽣活上の課題を設定し，

解決⽅法を考え，計画を⽴てて実践すること。 

 

開隆堂出版株式会社 
本社  〒113-8608 東京都⽂京区向丘1-13-1  ☎03(5684)6111 

北海道⽀社 〒060-0061 札幌市中央区南⼀条⻄6 丁⽬11 番地 札幌北⾠ビル8 階 ☎ 0 1 1 ( 2 3 1 ) 0 4 0 3 
東 北 ⽀ 社 〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡4-3-10 仙台TB ビル4 階       ☎ 0 2 2 ( 7 4 2 ) 1 2 1 3 
名古屋⽀社 〒464-0802 名古屋市千種区星が丘元町14-4 星ヶ丘プラザビル6 階 ☎ 052（ 789） 1741 
⼤ 阪 ⽀ 社 〒550-0013 ⼤阪市⻄区新町2-10-16                ☎ 0 6 ( 6 5 3 1 ) 5 7 8 2 
九 州 ⽀ 社 〒810-0075 福岡市中央区港2-1-5 FYC ビル3 階          ☎ 0 9 2 ( 7 3 3 ) 0 1 7 4 


